






<前年度までの研究成果>

 小児病院は多数の小児科医を始め,小児保健・医療の領域における専門技術者を擁してお

り,院内での医療提供にとどまらず,新しい母子保健体系の中で効果的な母子保健活動を展

開するための有力な資源と考えられる。

 そこで,研究の初年度である平成 7 年度は府県立の 4 病院(神奈川県立こども医療センタ

ー・茨城県立こども病院・埼玉県立小児医療センター・大阪府立母子保健総合医療センタ

ー)について地域保健活動の状況を調査し,併せて国立小児病院について地域保健との関わ

りを検討した。

 府県立小児病院では未熟児や慢性疾患児の退院後の継続看護や保健所等からの患者紹介

等,地域との連携は重要であり,また地域への直接的な支援としては保健婦等の教育・研修,

乳幼児保健診査の二次健診への参加にカを入れていることが判った。

 ナショナルセンターとしての国立小児病院では情報機能と教育研修機能が重要であると

考えられた。


